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エコビレッジとは
•住民が互いに支えあう仕組み

•環境に負荷の少ない生活を志すコミュニティ

地域コミュニティグループ：余市エコビレッジ
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農的暮らし 国際・地域交流 研修・視察



北海道メジャーグループでの活動
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余市エコビレッジ

多世代・多様な人々の包含

地域の自立（経済・資源・人）

2020アウトプット（一部）
2021アウトプット

地域プラットフォーム
（余市町観光地域づくり協議会）

余市町役場 余市観光協会

JAよいち 余市町漁業協同組合

協力：環境省令和３年度環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築業務
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ワインツーリズム！ インバウンド！

SDGs研修！



地域循環共生圏のマンダラ
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シリパ山・ニセコ積丹
小樽海岸国定公園

縄文時代からの歴史
・フゴッペ洞窟

町民による環境・福
祉・教育に係る活動

宇宙飛行士の毛利衛
さん・宇宙記念館

【経済】 観光業をハブとした
価値共創、関係人口増加

SDGs教育旅行・企業研修の
商品開発・実施

持続可能な地域づくりの
基礎となる地元学の推進

地域の基幹産業を支える
季節労働の担い手支援

食育・伝統食材の活用エコツーリズムへの展開

基幹産業であった
農業・水産業の衰退

一次産業の季節労
働者不足

有名観光地近く
の通過型観光地

価値共創の核・
アイデンティ
ティーが希薄

事業連携不足→
低所得

求心力となり連携を
促す組織やコーディ
ネーターが不足

関係人口の
創出・定着

シビックプライド・
ホスピタリティ醸成

環境保全推進
連携事業の創出
・産業振興

実践的なプラット
フォームの構築

ニシン・北前船
ニシン漁の歴史

ブドウ栽培に適し
た風土・ワイン特区

明治からのリンゴ
開拓の歴史

ニッカウヰスキー
余市蒸溜所

歴史を含む
多彩な「資源」

移住支援・国際交流

【環境】 環境保全意識が高まり、
脱炭素や生物多様性保全が進む

【社会】 住民の対話が深まり、
地域の歴史や資源を誇りに思う

経済的・社会的「課題」

「事業」

「成果」

「ビジョン」

地域コミュニティグループ：余市エコビレッジ



今年度取り組んだこと
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①SDGs研修ツアー

モニターツアー

7/2, 7/14
地産弁当の試作ガイド要請講座

9/20

②地元学（調査・検討）

シリパ山調査
8/31

余市りんご
研究会 1/19

③プラットフォーム
体制づくり

各種専門家との
検討会、ヒアリング
・役場
・地元生産者
・飲食店
・旅行業
・教育関係者
・海の専門家
・森の専門家
・小規模ワイナリー

食育研究会
1/26
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実施前後の変化
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余市町観光地域づくり協議会
（役場・観光協会・JA・漁協・NPO）

旅行代理店

飲食店・旅館

生産者・ワイナリー

地元高校
(SDGs研修の実施)

生産者
(SDGs研修の受入)

北海道大学
酪農学園大学
(SDGs研修支援)

環境NPO・企業
(SDGs研修教材支援)

旅行代理店
(SDGs研修アドバイザー)

北海道博物館
(SDGs研修教材支援)

地域内連携

地域外連携
⇔

⇔

協議会
環境保全
経済循環
地域交流

飲食店・旅館
(地産弁当の提供)

文化施設
(SDGs研修の受入)

専門家・ツアーガイド
(SDGs研修講師)

事業実施前 事業実施後

単発な連携
つながり不足

青年会議所
(地元学の支援)
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SDGs研修の
ノウハウ

地元学の
財源

理屈でない
想い



今後の展望
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①SDGs研修のブラッシュアップ
・プログラム教材開発
・地域内外のネットワーク強化
（周辺市町村との広域連携・旅行業など異分野との連携）

②地元学の勉強会開催
・地域資源の掘り下げ、磨き上げ
・地域住民の共通価値・協働意識の醸成
→地域プラットフォームへの巻き込みを期待
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